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会員研究発表リスト ― 2010年 4 月～2011年 3 月 ― 

安 藤 直 紀 准教授 

(論文)  “MNC’s competitive strategies, experiences, and staffing policies for foreign affiliates”, 

International Journal of Human Resource Management,  Forthcoming. 

(論文)  “Isomorphism and foreign subsidiary staffing policies”, Cross Cultural Management,  Forthcoming. 

(論文)  “The ownership structure of foreign subsidiaries and the effect of institutional distance: A case 

study of Japanese firms”, Asia Pacific Business Review,  Forthcoming. 

(論文)  “How employees see their roles: The effect of interactional justice and gender”, Journal of 

Service Science and Management,  3 (2), 2010年 6 月. 

(論文, 学会報告) “Isomorphism and staffing policy for foreign subsidiaries”, European Academy of 

Management, Proceedings of EURAM 2010, 2010年 5 月. 

(論文, 学会報告) “Isomorphism, uncertainty, international experience, and Expatriate staffing”, 

Academy of International Business, Proceedings of AIB 2010, 2010年 6 月. 

(論文, 学会報告) “Institutions, international experience, and ownership structure for foreign 

subsidiaries”, Academy of International Business, Proceedings of AIB 2010, 2010年 6 月. 

(論文, 学会報告) “Institutions and resources: Impact on foreign subsidiary performance in a transition 

economy”, Academy of International Business, Proceedings of AIB 2010, 2010年 6 月. 

(論文, 学会報告) “Ownership structure for foreign subsidiaries: The effect of institutional distance”, 

Association of Japanese Business Studies, Proceedings of AJBS 2010, 2010年 6 月. 

(論文, 学会報告) “The effect of institutions on foreign firm performance in transition economies”, 

Association of Japanese Business Studies, Proceedings of AJBS 2010, 2010年 6 月. 

(論文, 学会報告) “Institutional distance, international experience, and staffing policy for foreign 

subsidiaries”, Academy of Management, Proceedings of AOM 2010, 2010年 8 月. 

(論文, 学会報告) “Foreign subsidiary staffing: Case of service firms”, Asia Academy of Management, 

Proceedings of AAOM 2010, 2010年12月. 

(研究ノート) ｢不確実性, 同型化及び海外子会社の人事政策｣, 法政大学イノベーション・マネジ

メント研究センター, 『イノベーション・マネジメント』 No.8, 2011年 3 月. 

池 田 宏一郎 教授 

(論文)  ｢ジェネリック構造の飽和性と安定性｣, 京都大学, 『京都大学数理解析研究所講究録』 

1708, 2010年 8 月. 

(論文)  “On superstable generic structures”, 京都大学, 『京都大学数理解析研究所講究録録』 1718, 

2010年10月. 

(論文)  “A note on stability spectrum of generic structures”, Wiley-Blackwell, Mathematical Logic 

Quarterly  56巻 3 号, 2010年 6 月. 

(発表)  “A remark on ab initio generic structures (招待講演)”, Yonsei University, 2010 Model Theory 

Conference in Seoul, 2010年 5 月. 

(発表)  ｢超均質性について｣, 聖徳大学, モデル理論夏の学校2010, 2010年 8 月. 

(発表)  ｢超安定な generic 構造｣, 名古屋大学東山キャンパス, 日本数学会秋季総合分科会, 2010

年 9 月. 

(発表)  “Unsaturated generic structures”, 京都大学数理解析研究所, RIMS研究集会 ｢モデル理論に
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おける独立概念と次元の研究｣, 2010年11月. 

(発表)  ｢ジェネリック構造の側面からの研究｣, 神戸大学大学院工学研究科キャンパス, モデル

理論ワークショップ, 2011年 3 月. 

(発表)  ｢超安定なジェネリック構造｣, 早稲田大学理工学部, 日本数学会年会, 2011年 3 月. 

石 原 紀 子 准教授 

(著書)  “Teaching and learning pragmatics: Where language and culture meet ” (Ishihara, N., & Cohen, 

A.D.), Pearson / Longman, Blackwell, 2010年 5 月. 

(査読論文) “Instructional pragmatics: Bridging teaching, research, and teacher education”, Language 

and Linguistics Compass, Language and Linguistics Compass, 4  (10), 938-953, 2010年10月. 

(査読論文) “Assessing Learners’ Pragmatic Ability in the Classroom”, Teachers of English to Speakers 

of Other Languages, D. Tatsuki & N. Houck (Eds.), Pragmatics: Teaching speech acts  

(pp.209-227), 2010年 8 月. 

(査読論文) “Please write a recommendation letter” : Teaching to write e-mail requests to faculty 

(Akikawa, K., & Ishihara, N.), Teachers of English to Speakers of Other Languages, D. Tatsuki & N. 

Houck (Eds.), Pragmatics: Teaching speech acts  (pp.209-227), 2010年 8 月. 

(査読論文) “Maintaining an optimal distance: Nonnative speakers’ pragmatic choice”, Cambridge 

Scholars Press, A. Mahboob (Ed.), The NNEST Lens: Nonnative English Speakers in TESOL  

(Vol.1, pp.35-53), 2010年 4 月. 

(その他) “Interview with Andrew Cohen (April 9¸ 2010) about the Ishihara & Cohen volume¸ Teaching 

and Learning Pragmatics¸ with a comment by Noriko Ishihara”, Pearson Longman, Pearson 

Longman English Newsletter,  June 2010, 2010年 6 月. 

(学会発表) ｢Creating Opportunities for Learning Language and Culture 文化的・社会的状況にふさ

わしい言語を教えるために：プラグマティッス指導を考える ｣, ELT Career and Professional 

Development Conference (ECAP), Tokyo, 2010年 5 月. 

(学会発表) “Incorporating instructional pragmatics into L2 teacher education: Challenges and 

celebrations ”, Pragmatics and Language Learning Conference, Kobe, Japan, 2010年 7 月. 

(学会発表) “Teacher cognition in learning to teach pragmatics. ”, Japan Association for Language 

Teaching (JALT), Shizuoka, Japan, 2010年11月. 

(学会発表) “Teaching English at the intersection of language and culture: Addressing pragmatics in 

your language instruction ”, Vietnam National University, 2010年12月. 

(学会発表) “Professional development through teaching, research, and teacher education on 

instructional pragmatics  (Ishihara, N., & Knight, T.) ” , American Association for Applied 

Linguistics, Chicago, IL, 2011年 3 月. 

宇田川   勝 教授 

(コラム) ｢工都日立のシンボル｣, 春光懇話会事務局, 『春光懇話会会報 Wave 21』 No.132, 2010

年 5 月. 

(著書)  『日本を牽引したコンツェルン』, 芙蓉書房出版, 2010年 7 月. 

(コラム) ｢大内兵衛と鮎川義介｣, 春光懇話会事務局, 『春光懇話会会報 Wave 21』 No.133, 2010

年 8 月. 

(コラム) ｢吉田正と日専校｣, 春光懇話会事務局, 『春光懇話会会報 Wave 21』 No.134, 2010年11

月. 
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(講演)  ｢春光グループ100年の歴史と春光懇話会の意義｣, 茨城春光懇話会, 2010年11月. 

(コラム) ｢ダットサンの由来｣, 春光懇話会事務局, 『春光懇話会会報 Wave 21』 No.135, 2011年 2 

月. 

(ワーキングペーパー, 共編) ｢片山豊 オーラル・ヒストリー｣, 法政大学イノベーション・マネ

ジメント研究センター, 『ワーキングペーパーシリーズ』 No.111, 2011年 3 月. 

遠 田 雄 志 教授 

(報告)  ｢江戸時代とシーボルト｣, ドイツ東洋文化研究協会, シーボルトゼミナール, OAGハウス

東京, 2010年  9  月  6  日. 

(研究ノート) ｢組織論で読み解く 江戸時代 (2) (共著)｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第47

巻第 1 号, 2010年 4 月. 

(研究ノート) ｢組織論で読み解く 江戸時代 (3) (共著)｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第47

巻第 2 号, 2010年 7 月. 

(研究ノート) ｢組織論で読み解く 江戸時代 (4) (共著)｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第47

巻第 3 号, 2010年10月. 

(研究ノート) ｢組織論で読み解く 江戸時代 (5) (共著)｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第47

巻第 4 号, 2011年 1 月. 

大 下 勇 二 教授 

(論文)  ｢フランス連結会計基準の国際的調和 (19)｣, 『経営志林』 第47巻第 1 号, 2010年 4 月. 

(学会報告, 共同報告) 日本社会関連会計学会スタディ・グループ報告 ｢日本における社会関連

会計研究の態様に関する研究｣ (中間報告), 日本社会関連会計学会第23回全国大会 (神戸大

学), 2010年10月. 

(書評)  ｢吉岡正道著 『固定資産評価論 ― フランス資産評価基準を基軸として ―』 (2010年 8 月, 

森山書店刊)｣,財団法人産業経理協会, 『産業経理』 第70巻第 4 号, 2011年 1 月. 

小 川 孔 輔 教授 

(論文, 共著) ｢日本版顧客満足度指数 (JCSI) のモデル開発とその理論的な基礎｣, 日本マーケテ

ィング協会, 『マーケティングジャーナル』 第117号 (第30巻 1 号), 2010年 6 月. 

(学会発表) ｢JCSI におけるスイッチング・バリアの影響 ― スイッチング・バリアの尺度化と業

種間比較 ― 研究概要｣, 日本マーケティング・サイエンス学会第87回研究大会, 2010年 6 月. 

(学会発表) ｢基調講演 日本版顧客満足度指数 (JCSI) の開発と現状｣, 日本消費者行動研究学会

第41回消費者行動研究コンファレンス, 2010年11月. 

(報告書) ｢日本におけるオーガニック・マーケット調査報告書2010-2011｣, 特定非営利法人

IFOAM ジャパン オーガニックマーケット・リサーチプロジェクト, 2010年 7 月. 

(報告書) ｢第20回 DIY 小売業実態調査報告書 (2009年度)｣, (社) 日本 DIY 協会, 2011年 3 月. 

(講義)  ｢2010 (平成22) 年政策セミナー 花ビジネスをどうするか｣, 日本リテイリングセンター, 

『経営情報』 平成22年12月号第47巻第570号, 2010年12月. 

(研究レポート) ｢世界の花産業の新しい流れ：欧州視察から日本の花小売業の未来を考える｣, 日

本リテイリングセンター, 『経営情報』 平成22年 5 月号第47巻第563号, 2010年 5 月. 

(書評)  ｢浅川芳裕著 『日本は世界第 5 位の農業大国』｣, 日本リテイリングセンター, 『経営情報』 

平成22年 7 月号第47巻第565号, 2010年 7 月. 

(書評)  ｢渥美俊一・桜井多恵子著 『チェーンストアの商品開発』｣, 日本リテイリングセンター, 
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『経営情報』 平成22年 7 月号第47巻第565号, 2010年 7 月. 

(書籍)  『しまむらとヤオコー』, 小学館, 2011年 1 月. 

川喜多   喬 教授 

(著書, 共著) 『就職活動から一人前の組織人まで：初期キャリアの事例研究』, 同友館, 2010年10

月. 

(論文)  ｢企業内人材育成の向かうべき道, いくつか｣, 日本産業訓練協会, 『産業訓練』 第56巻第

661号, 2010年12月. 

(論文)  ｢キャリア・ルネサンスに貢献する大学の役割｣, 私学経営研究会, 『私学経営』 第431号, 

2011年 1 月. 

(論文)  ｢ミドル・シニアのキャリアデザイン｣, 現代図書, 山口憲二篇著 『200万人のキャリアデ

ザイン講座』, 2010年11月. 

(その他) ｢ほんものの元気, から元気, そして鈍感の差｣, 労務行政研究所, 『労政時報別冊 社

員が元気になる！アイデア施策実例集』, 2010年 5 月. 

(論文)  ｢能力主義化する人事制度と組織人の心情 (1)｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第47巻

第 4 号, 2011年 1 月. 

菊 谷 正 人 教授 

(論文)  ｢会計上の変更と誤謬の訂正に関する会計処理 ― 会計基準の国際的コンバンジェンスの

影響 ―｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第47巻第 1 号, 2010年 4 月. 

(著書)  『新会計基準 財務諸表論 想定理論問題集』, 税務経理協会, 2010年 7 月. 

(論文)  ｢『資産除去債務に関する会計基準』 における勘定科目｣, 日本簿記学会・簿記実務研究部

会, 2010年 8 月. 

(論文)  ｢『連結財務諸表に関する会計基準』 における勘定科目｣, 日本簿記学会・簿記実務研究部

会, 2010年 8 月. 

(著書)  『簿記論 重点整理Ⅰ 個別問題編』, 税務経理協会, 2010年12月. 

(著書)  『連結財務諸表要説 (改訂版)』, 同文舘出版, 2010年12月. 

倉 田 俊 彦 教授 

(論文)  ｢ 2 階直感主義命題論理の Kripree モデルと束論的モデルの双対性｣, 京都大学数理解析研

究所, 『数理解析研究所講究録』 1729, 2011年 2 月. 

(研究発表) ｢ 2 階直感主義命題論理の代数的モデルについて｣, 京都大学数理解析研究所, RIMS

共同研究 (形式体系と計算理論), 2010年 9 月. 

(研究発表) “On the models of 2nd order intuitiouistic Propositioual Logic”, 早稲田大学理工学術院, 

日本数学会年会, 2011年 3 月. 

児 玉 靖 司 教授 

(論文)  “3D Virtual Space for a quality e-Learning environment in collaborative study”, Proc. of the 16th 

International Conference on Distributed Multimedia Systems., 2010年10月. 

(論文)  “Towards Integration of Data Base Management System for Open-source Course Management 

Systems”, Proc. of the 16th International Conference on Distributed Multimedia Systems., 2010年

10月. 

(論文)  ｢国際遠隔講義における Sakai CLE の機能向上｣, 東京理科大学, 『東京理科大学科学フォ
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ーラム』 通巻315号, 2010年 9 月. 

(口頭発表) ｢第11回 Sakai Conference 参加報告｣, 情報処理学会, 第 3 回情報処理学会 CLE 研究

会, 2010年 9 月. 

(口頭発表) “Developing a Collective Intelligence System for University Education: A Case of SAKAI”, 

International Workshop of `Innovation Processes Observed: Creation of Technological Leadership 

through Collective Knowledge Management, 2011年 3 月. 

近 能 善 範 教授 

(教科書) 『コア・テキスト イノベーション・マネジメント』, 新世社, 2010年12月. 

佐 藤 陽 子 准教授 

(口頭発表) “Introducing a self-assessment grid and can do  checklists into Japanese university EFL 

classes”, Nakasendo English Conference, Nakasendo 2010, 2010年 6 月. 

(ポスター発表) “The impact of short-term study abroad on Japanese EFL learners' communicative 

competence: A study in progress”, The European Second Language Association, The 20th Annual 

Conference of the European Second Language Association (Eurosla 20), 2010年 9 月. 

(口頭発表) “"Localising" the CEFR and ELP: The need to incorporate socio-pragmatic features in 

Japanese university EFL classes”, The British Association for Applied Linguistics, The 43rd Annual 

Meeting of the British Association for Applied Linguistics (BAAL 2010), 2010年 9 月. 

(口頭発表) “Beyond Performance Analysis: Investigating L2 Oral Communication Problems Using 

Retrospective Verbal Reports”, The Japan-Britain Association for English Teaching, The 16th 

Conference of Japan-Britain Association for English Teaching, 2010年 9 月. 

(論文, 共著) “FLP SIG Forum - Use of can do  statements”, The Japan Association for Language 

Teaching, JALT2009 Conference Proceedings, 2010年10月. 

(著書, 共著) “Using can do  statements to promote reflective learning”, Asahi Press, Can do  

statements in language education in Japan and beyond - Applications of the CEFR -, 2010年11月. 

鈴 木 眞奈美 准教授 

(査読論文) “Deliberate vocabulary learning through reading a course textbook.” Kuroshio Publishers 

(くろしお出版). Studies in Language Science, 9  (pp.161-174). 2010年 6 月. 

(査読論文) “Repetition and repair in EFL writers’ revision.” 全国英語教育学会, Annual Review of 

English Language Education in Japan, 22  (pp.1-16). 2011年 3 月. 

(学会発表, 査読有り) “Repetition and repair in EFL writers’revision.” (August 7, 2010). Paper 

presented at the Thirty-Sixth Annual Conference of Japan Society of English Language Education, 

Osaka, Japan. 全国英語教育学会, 2010年 8 月. 

(学会発表, 査読有り) “Interest as a motivational variable in language learning.” (August 22, 2010). 

Paper presented at the Thirty-Fourth Kantokoshinetsu Association of Teachers of English (KATE) 

Annual Convention, Ibaraki, Japan. 関東甲信越英語教育学会, 2010年 8 月. 

(招待研究発表) “EFL Learners’ self-revisions and peer revisions: Writers’ possibilities.” (November 

27, 2010). Paper presented at the Second Seminar on Second Language Writing, Tokyo 

International University, Saitama, Japan. 東京国際大学 第 2 回第 2 言語ライティングセミナー. 

2010年11月. 
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竹 内 淑 恵 教授 

(著書・単著) 『広告コミュニケーション効果 ― ホリスティック・アプローチによる実証分析 ―』, 

千倉書房, 2010年10月. 

(査読論文・共著) ｢知名度が低い地域でもブランド化は可能か ～地域ブランドにおけるサービ

ス財の重要性～｣, 日本マーケティング協会, 『マーケティングジャーナル』 第30巻,  2 号, 

pp.45-61., 2010年 9 月. 

(学会発表・共同発表) ｢パッケージ・コミュニケーション測定尺度における信頼性・妥当性｣, 消

費者行動研究学会, 『第40回消費者行動研究コンファレンス報告要旨集』 pp.89-92., 2010年

5月 9 日. 

(学会発表・単独発表) ｢なぜウェアアウトは発生するのか：広告内容による影響｣, 日本マーケテ

ィング・サイエンス学会, 第87回研究大会, 2010年 6 月27日. 

長 岡   健 教授 

(共著)  『協同と表現のワークショップ：学びのための環境のデザイン』, 東信堂, 2010年11月. 

(学会発表) ｢自画持参：コミュニケーションゲームの設計と実践｣, 日本シミュレーション＆ゲー

ミング学会, 大阪教育大学, 2010年 6 月. 

(学会発表) ｢インタビュー番組の中に ｢わたし｣ を描く：一人称の ｢声｣ をめぐるメディアリテ

ラシー的考察｣, コンピュータ利用教育学会, 東北大学, 2010年 8 月. 

(報告書) ｢健康危機管理従事者のリスク／クライシス・コミュニケーションスキル向上のための

研修プログラムの開発と評価｣, 厚生労働科学研究費補助金 (健康安全・危機管理対策総合

研究事業) 研究報告書, 2011年 3 月. 

入戸野   健 教授 

(学会発表) “On Feature Analysis Methods for Collective Web Data”, The 19th International 

Conference on Computational Statistics., COMPSTAT 2010 Book of Abstracts, 2010年 8 月. 

(Workshop 報告) “Accumulation System for Knowledge: Fundamental Analysis of Text”, International 

Workshop for Innovation Management, Collective Intelligence and Innovation: Network, Cluster 

and Knowledge Management”, 2010年12月. 

平 田 英 明 准教授 

(論文, 共著) ｢債券投資家の予測形成要因｣, 東京大学出版会, 浅子・飯塚・宮川編 『世界同時不

況と景気循環分析』, 2011年 3 月. 

(学会発表, 共著) “Business Cycle Accounting of Japan - Asia Business Cycles”, Eastern Economic 

Association Annual Conference, 2011年 2 月. 

(学会発表, 共著) “Why Do Relationship Lenders Use Small Business Credit Scoring ? Evidence from 

the Firm-Bank Matched Data in Japan”, Eastern Economic Association Annual Conference, 2011

年 2 月. 

(学会発表, 共著) “Why Do Relationship Lenders Use Small Business Credit Scoring ? Evidence from 

the Firm-Bank Matched Data in Japan”, 日本金融学会秋季大会, 2010年 9 月. 

(学会発表, 共著) “Business Cycle Accounting of Japan - Asia Business Cycles”, ESRI-NBER 国際コ

ンファランス, 2010年 6 月. 

(学会発表, 単著) ｢動学的確率一般均衡モデルの構築と実践｣, 神戸大学 ｢六甲フォーラム｣, 

2010年 6 月. 
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(学会発表, 共著) ｢オイル・ショックのマクロ経済学｣, 日本経済学会春季大会, 2010年 6 月. 

(報告書, 共著) 『金融研究報告書 (2010年度)』, 社団法人 日本経済研究センター, 2011年 3 月. 

(報告書, 共著) 『日本の金融, いま何が必要か』, 社団法人 日本経済研究センター, 2010年10

月. 

(ワーキングペーパー, 共著) “Small Business Credit Scoring: Evidence from Japan”, 独立行政法人

経済産業研究所, RIETI Discussion Paper Series, 10-E-029, 2010年 6 月. 

(ワーキングペーパー, 共著) ｢製造業集積地における企業間のつながり｣, 一橋大学, Program for 

Promoting Social Science Research Aimed at Solutions of Near-Future Problems: Design of 

Interfirm Network to Achieve Sustainable Economic Growth, Working Paper Series No.2, 2010年

12月. 

(雑誌, 単著) ｢日銀の新政策と金融政策への影響｣, 金融ジャーナル社, 『月刊金融ジャーナル』 

2011年 1 月号, 2011年 1 月. 

(用語集, 単著) ｢トランザクション貸出, 日銀新貸出制度｣, 金融ジャーナル社, 『2011年版 金

融時事用語集』, 2011年 1 月. 

福 島 英 史 教授 

(論文)  ｢技術開発プロジェクトの国家支援と成果｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第47巻第 3 

号, 2010年10月. 

(論文)  ｢電力貯蔵用Nas電池の事業化｣, 一橋大学イノベーション研究センター / 東洋経済新報社, 

『一橋ビジネスレビュー』 第58巻第 4 号, 2011年 3 月. 

福 田 淳 児 教授 

(査読付き論文) ｢企業の製品・市場戦略の変化と管理会計担当者の役割｣, 日本原価計算研究学会, 

『原価計算研究』 第34巻第 2 号, 2010年 3 月. 

(論文)  ｢事業部間での知識移転と管理会計システムの設計｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第

47巻第 2 号, 2010年 7 月. 

洞 口 治 夫 教授 

(報告書・資料) ｢次世代グローバル経営者育成プログラム開発 第Ⅰ群・｢国際経営論｣ シラバ

ス｣, 特定非営利活動法人・三鷹ネットワーク大学推進機構 『平成21年度産業技術人材育成

支援事業, 産学人材育成パートナーシップ事業, 次世代グローバル経営者育成プログラム

開発プロジェクト 成果報告書』, pp.76-90, 2010年 3 月. 

(監訳)  ｢マイケル・Ｅ・ポーター 『企業戦略 ― 新たな知見 ―』 (原タイトル・Company Strategy: 

The New Learning)｣, 法政大学経営学部創設50周年記念事業, マイケル・Ｅ・ポーター教授特

別講演会講演録 (講演日, 2009年12月 9 日), 『経営志林』 第47巻第 1 号, 2010年 4 月. 

(資料)  ｢大谷智章オーラル・ヒストリー ― 超大国アメリカでの市場開拓 ―｣ (神原浩年との共編), 

法政大学イノベーション・マネジメント研究センター, 『ワーキングペーパーシリーズ』 

No.96, pp.1-138, 2010年 5 月21日. 

(論文, 査読なし)  ｢中小企業の経営戦略 ― 片利共生と非対称な競争 ―｣, 『商工金融』 第60巻第 

6 号, pp.5-24, 2010年 6 月. 

(学会報告, 査読つき) “Sustainability Management of Japanese Firms: How Japanese Companies 

Respond to Environmental Regulation and Targeting Policy,” British Association for Japanese 

Studies (BAJS) Annual Conference,  9th & 10th of September, 2010, School of Oriental and African 
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Studies (SOAS), London. 

(研究会報告, 招聘) ｢集合知の経営とクラスターの多次元化 ― ポジショニング・片利共生とニッ

チ市場 ―｣, 第 4 回・富山大学ビジネス研究セミナー (会場・富山大学経済学部), 2010年 7 月

22日. 

(ワーキング・ペーパー) ｢東京電力におけるＣＳＲの取り組み ― サステナビリティレポート・Ｃ

ＳＲレポート・環境報告書の作成について ―｣ (穴山悌三との共著), 法政大学イノベーショ

ン・マネジメント研究センター, 『ワーキングペーパーシリーズ』 No.101, pp.1-80, 2010年 7 

月23日. 

(学会報告, 査読つき) “Creating New Parts Procurement Strategy by Japanese Automobile 

Manufactures: Development Process of Milk-run and Cross-dock for JIT Production System,” with 

Seiki Yukimoto and Ruixue Li, The 3rd International Conference on Transportation and Logistics 

(T-LOG 2010),  September 6-8, 2010, Place: Nishijin Plaza, Kyushu University in Fukuoka City, 

Japan. 

(ワーキング・ペーパー) ｢東芝のＣＳＲへの取り組みとサステナビリティ｣ (赤松生也との共著), 

法政大学イノベーション・マネジメント研究センター, 『ワーキングペーパーシリーズ』 

No.104, pp.1-25, 2010年10月25日. 

(雑誌記事) ｢特区法人減税・ＢＫＮ・外国人雇用税｣ 『ビジネス・レーバー・トレンド』, ｢急激な

円高の下での日本経済と雇用の行方 ― グローバル化, 海外進出, 産業空洞化をどうとらえ

るべきか ―｣ pp.11, 2010年12月号. 

(座談会記事) ｢座談会 洞口治夫著 『集合知の経営 ― 日本企業の知識管理戦略 ―』 を巡って｣, 

小池和夫, 鈴木豊, 近藤章夫, 萩原進 (司会・編集) との座談会記録, 『経済志林』 第78巻第 

2 号, pp.51-121. 

(ワーキング・ペーパー) ｢経営戦略の学説とドメインの役割 ― パフォーマンス評価への視角 

―｣ 手塚修一との共著, 法政大学イノベーション・マネジメント研究センター, 『ワーキン

グペーパーシリーズ』 No.105, pp.1-45, 2010年11月 5 日. 

(国際ワークショップ報告) “Managing Collective Intelligence: Beyond Tacit Dimension,” 

International Workshop for Innovation Management, Collective Intelligence and Innovation: 

Network, Cluster and Knowledge Management,  December 27, 2010, Hosei University. 

吉 田 康 伸 教授 

(論文)  ｢バレーボールにおけるルール改正に伴う戦術の変化についての研究②｣, 法政大学体

育・スポーツ研究センター, 『法政大学体育・スポーツ研究センター紀要』 第29号, 2011年 3 

月. 

矢 作 敏 行 教授 

(編)  『渥美俊一 チェーンストア経営論体系』 (理論篇Ⅰ, Ⅱ. 事例篇), 白桃書房, 2010年 9 月. 

(論文)  ｢シリーズ まえがき｣ 同上書, 白桃書房, 2010年 9 月. 

(論文)  ｢小売国際化プロセスにおける新規業態開発 ― 湖南平和堂の場合 ―｣, 法政大学イノベー

ション・マネジメント研究センター, 『イノベーション・マネジメント』 No.8, 2011年 3 月. 

(研究ノート) ｢事例研究：イズミの地域密着型経営｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第47巻第 3 

号, 2010年10月. 

(研究ノート) ｢事例研究：コメリの独自業態の開発と展開｣, 法政大学経営学会, 『経営志林』 第

47巻第 4 号, 2011年 1 月. 


